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海を渡る鳥は、波間を漂う流木に憩うという。離婚一それは旅の半ばの一つの出来事。

新たな旅立ちをした女たちはいま手をとり合い、女であるがゆえの偏見と差別に向きあう。

ハンド・イン・ハンドは、生きやすい社会をめざし支えあう女たちの、流木である。
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［国民投票法案のこと知っていますか］
◆国会近くには千鳥ヶ淵や英国大使館などの桜の名所が

ありますが、私は花粉が恐くてお花見には行けずじまい。

それでも選挙応援には行かねばならず、マイクを握って

いる時にツーと鼻水がたれたり、息苦しくて話せなくな

ったりと、みっともないことこの上なし。夜も苦しくて

寝られず最悪です。みなさんは花粉症、大丈夫ですか。

◆どうも睡眠不足だったり疲れていると、花粉症もひど

くなるみたい。毎日14時閤労働みたいな日々なのに、

このところ「憲法」問題にもとりくんでいるから寝不足

なんです。衆・参両院の憲法調査会が5年間の調査をま

とめて最終報告書を出しました。多数意見と少数意見の

両論を併記し、改憲といってもその内容は異なるし濃淡

もありまずけれど、改憲派が多数。自民党のまとめてい

る憲法試案は、集団的自衛権の行使も認めています。

◆2001年9月11日の米国同時テロや北朝鮮の弾道ミサ

イルの脅威が憲法論議をとりまく状況を一変させたとみ

る人が多いのですが、自国の安全を守ろうとする時、ま

わりの目というものを常に考える必要があるのではない

でしょうか。戦争の放棄や戦力の不保持が、かつて我国

が被害を与えた国々にどれだけ安心感を与えてきたか。

それを今、改正して「普通の国」になってほんとうに安

全なのか。諸外国との相互信頼のもとで外交交渉や経

済・文化・人的交流を進めることのほうが自国の安全保

障になるのではないかと私は思います。

◆しかし、そのように考える議員は少数派です。ここは

市民のみなさんが憲法について、9条についてしっかり

考えを述べてくれることが必要です。96条には憲法改

正のための国民投票について書かれていますが、具体的

規定がないため、これでは改憲できないと、国民投票法

案を審議する声が「急」になっています。これも自民党試

案がありますが、たいへん問題の多い中身です。ひとつ

ひとつチェックして、自民党とは違う国民投票法案を私

も考えていますが、同時にその議論に乗ると「9条改憲」

に巻き込まれる不安もあり、よほどの注意が肝心です。

◆本来、憲法とは国家権力に対する歯止めであり、国民

の権利を守るためのもの。すべての法律の上位にある憲

法の改正は国民が発案してしかるべきです。そんなこと

言ったって、忙しいし、難しくてわからないし、面倒だ

わですって？　そうですよね、若者は就職活動とデート

に忙しいし、30代は仕事と子育てで精一杯だし、私の

年代ともなると親の介護がカロわる。昨日、友人から「子

どもも就職し、ほっとしたと思ったら親の介護に追われ、

ついに自分のペースで生きることなく人生が終わってし

まいそう」と、ため息の出るようなメールがきました。

◆う一ん、でも、でも。ほら、憲法ってこんなに私たち

の㍉、のち。やxNくらし．に関係が深くて社会の根幹な

のだから、改憲って子どもたちや孫たち代々に大きな影

響を与えてしまうでしょう。今だって勝手に離婚なんか

して、女の我儘なのに税金で助ける必要があるのかと言

われているのに、24条を変えて女性の尊厳を否定しよ

うなんで意見も出てきているから、みなさん、改憲の流

れをしっかりチェックしましようね。　　　（円より子）
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出席者　茅島江子東京慈恵会医科大学医学部看護学科教授

　　　　佐々木美智子日本民俗学会

　　　　毛利多恵子　日本助産学会理事

　　　　山本令子　出張開業助産婦

●えっ、男の助産師さん？！

円：そもそも皆さんと出会ったのは、

　助産婦さんに、今は助産師と言って

　いますが、男性を導入しようという

　話があったのがきっかけでしたね。

　その後ずっと、お産のことや助産師

　さんの教育などについてミッドワイ

　フの会という勉強会で勉強していま

　す。

　　助産師に男性を導入する！　それ

　を聞いたとき、個人的にすごくびっ

　くりしたわけですね。私は医者でも

　男性にはなるべくかかりたくないと

　思うタイプなので。それで「イヤ

　だ！」という拒否反応がきて。とこ

　ろがそれを言ってきた議員は助産師

　の資格のある方で、私なんかより、

　そういうことにとても詳しいと思わ

　れる今の法務大臣。

　　で、彼女が言うには「円さんは男

　女共同参画を推進しているし、夫婦
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じ方って特殊なのかと思いました。

それに他の議員の人たちも、女性議

員もみんな賛成だったの。

　私が「自分の親しい人や好きな人、

あるいは夫とかが苦しいときにさす

ってくれたりするのとは、まったく

別の問題じゃないですか」っていっ

たら、「医者とか助産師というのは

専門職ですから、そういうところで

イヤだとか嫌いだっていう人はそん

なにいないんじゃないか」って言わ

れましてね。何より一番言われたの

は「選択の自由があるんだからいい

じゃないか」っていうことです。

　離婚相談をしていて、家裁の調停

や、弁護士さんについての相談もた

くさん受けましたが、やっぱり調査

官や弁護士と依頼人とは、相談や調

停の場ではどうしても同じ土俵に立

てないと言います。医者や看護師と

患者の間にもやはり上下関係がある

のに、そこで患者が、まして陣痛で苦

しんでいるときに選択権なんてほん

　にあるのかって思いました。さら
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’母さんたちにもアンケートし

いうのはウソだとわかって、

講
性たちは自分の産まれたときから

ケートを始めたらほとんど

いう時に、今日お集まりい

皆さんに出会ったわけです。

は10年くらい前にカイロ

うのがあって、それ以降、

　　　という
　　しょうね」／〆死ぬまでの身体や健康、性的な関係

アンケrMf　性、妊娠・出産も含めてありとあら

もウ輝く賛　ゆることについても・と自主的な判

　こ、私の感　　　断をして、自分の健康管理をしなく

　　　　　　　　　てはいけないと言われるようになり
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ました。でも、それが即座に、男女

平等で職業選択できるんだから男性

の助産師さんがいてもいいじゃない

かという短絡的な話になることとは

違うと思います。それから男女共同

参画社会なんて言っていることは、

意外と女性の自立をゆがめてしまっ

ているのかもしれないという思いが

あったものですから、これはきちん

と勉強しなきやって思ったんですね。

　お産の現場そのものについて言え

ば、私が娘を産んだ22年前は決し

てお産の場所にしても、体位にして

も、そしてお産を介助してくれる人

にしても、選択できるような状況じ

ゃなかった。「まさかあなたが私の

主治医じゃないでしょうね」とか

「こんな苦しい時にはっておくのか、

お母さんと一緒にがんばるんだか

ら、（陣痛の強弱がわかる機械を）こ

っちに向けろ」とか陣痛の場にいな

がら言えるような私のような人間で

も、男の医者が一人で来てはいけな

いということを知らなかった。だか

ら、多くの人は抗議できないと思い

ます。

●どこで産みたいの？

円：そこで今、お産の現場はお母さん幽

　が選択できるような現場になってい

　ますか？ということを皆さんにお聞

　きしたいの。まず、病院を選ぶか、

　自宅を選ぶか、助産院を選ぶかとい

　う、お産する場所の問題について。

山本：私は開業助産師ですが、今の状

　況は、選ぶという以前に、病院で産む

　のが当たり前と思っている方が多く、

　病院以外で産むという選択肢がない

　ように思います。これは病院の安全

　神話と言いますか、病院のお産が一

　番安全ということが社会に吹聴され
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　ているせいではないかと思います。

円：まず、戦後GトIQに日本が占領され

　た時、そのころは9割以上が自宅分

　娩でしたよね。ところが「日本のお

　産婆さんは非衛生的だ、こんなとこ

　ろで子どもが産まれたら乳児死亡率

　が高くなる」と、看護師さんだけど

　助産師の資格がないGHQの人が言

　い出したわけです。それをもとに推

　し進められた政策で、日本中が病院

　で分娩すべきだっていう傾向になつ

　たのが一つ。それから画期的に病院

　分娩が増えたのは、浩宮様、今の皇

　太子が産まれた時なんです。それま

　で皇室はすべて自宅（皇居内の産室）

　出産だったんですが、美智子様が皇

　室で初めて宮内庁病院でお産をした

　んです。それ以後、病院で産むのが

　衛生的で安全じゃないかっていう神

　話が作り上げられたのも事実です。

山本＝それから日本の産婦人科医と小

　児科医が、今まで高かった乳児死亡

　率や母体死亡率が、病院分娩が増え

　て改善されたことを言い広めたのも

　あるのではないでしょうか。でも、

　それは具体的な根拠がないわけで、

　病院分娩が増えたからというより、

　公衆衛生の向上や栄養状態や生活の

　改善という部分が大きいと言われて

　います。

円：今は本当に病院の方が安全で、自

　宅分娩とか助産院で産むのは安全じ

　やないんでしょうか？

山本：いえ、そういうデータはまった

　くなくて、むしろ一人の助産師か、

　それに代わる人が妊娠初期からずつ

　と一人の女性を継続的にケアするこ

　とが一番安全というのが、科学的根

　拠に基づく産科ケアでは証明されて

　　　　　毛利多恵子
◎神戸市内において親子2代の助産所助産婦。

NPO法人お産サポートJAPAN　副代表。
JICAブラジル母子保健プロジェクトに助産専
門家として2年間赴任後、日本の助産のよさを
伝えたいと、ボリビアやネパールの母子保健、

国際協力活動に参加。助産婦として実践しなが

ら、2005年4月より天使大学院（助産専門職
大学院）教授、聖路加看護大学大学院臨床教授
を兼任。日本助産学会理事、同学会国際助産協

働委員会委員長。聖路加看護大学大学院修了。
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います。

●どんに風に産みたいの？

円：私は妊娠中の検査もイヤだし、あ

　の分娩台の形が大嫌い。なんであん

　な屈辱的な格好しなくちゃいけない

　の。お栂さんたちがこうしたいと言

　える状況になっているんでしょうか。

　　分娩体位のことでいうとね、私は、

　産まれた日まで働いていましたから、

　一日中歩いたりなんかしてると8カ

　月目くらいから、赤ちゃんが「出た

　い出たい」というように降りてくる

　んです。で、大変と思って横になつ

　たりして休むと、全然出てこようと

　いう気配がなくなるのね。立ったり

　座ったりしていると、赤ちゃんって

　産まれやすいっていうことが身をも

　ってわかったわけですよ。それが分

　娩台だと、産まれにくいんじゃない

　かと。必死でいきまなくたって、立

　っていれば産まれるものを、なんで

　横にして大変な思いをさせるのかと

　思ったんですよ。それを考えたとき

　に、自宅出産で助産師さんがずっと

　付き添っていると、時間はかかって

　も会陰は切らないし、帝王切開はし

　ない。みんなその人の産みやすい、

　赤ちゃんにもお母さんにも楽なかっ

　こうで産ませてもらえる。それなの

　になぜ、わざわざ、言ってみれば不

　幸なお産の状況を続けているのかと。

茅島：二人目の出産の時なんですが、

　自分の勤めていた産院で産んだもの

　ですから、分娩台の上に仰向けにな

　っているのが辛くて四つん這いにな

　つたりしたんです。だけどその当時、

　一般の女性だったら「危ないからち

　ゃんと仰向けになりなさい」って直

　されたはずなんですよ。だからいか

　に、仰臥位が辛いかっていうのは私

　も実感しました。

円：仰臥位っていうのは、今病院がす

　べてそうなっていて、つまり医者が

　うまくいい時間帯に産ませることが

　できて、しかも自分で見やすい目の

　位置にお母さんを寝かせるという発

　想です。本当に子どもやお母さんの

　身体のことなんて考えていない形な

　んですね。患者本位じゃない。助産

　院などでは、もっと前の妊娠中のこ

　ろから助産師が関わっているでしょ。

　その辺のところで病院との違いは何

　ですか？

山本：決定的に違うのは、妊娠初期か

　　　　　佐々木美智子

◎都市の民俗や産育をテーマとする研究活動を

続ける一方で、NPO法人お産サポートJAPAN
を立ち上げ、お産環境改善のための活動を行っ

ている。著書に、『日光街道千住宿民俗誌』（名

著出版）、『21世紀のお産を考える』（岩田書院）

など。

　ら一人の助産師が責任を持って自宅

　出産のところまで関わるわけですか

　ら、その人のことがよくわかる。友

　だち同±みたいにお互いの性格とか

　がよくわかるので、その方のちょっ

　とした心配とか不安とかをすぐキャ

　ッチできる。妊婦さんがお腹が張っ

　たり、身体的な症状が出るのは不安

　とか心配が多いからで、それを取り

　除いてあげるというのがお産の安全

　につながるというふうに私は考えて

　います。

円：どんなに熟練している助産師さん

　が病院にいても、そのときだけ来て

　「大丈夫よ」って言われるよりは、

　ずっと知り合いの助産師さんがいて

　くれた方が不安もストレスもなくな

　りますよね。

山本：お産のとき、リラックスして安

　全に産めるようにするためには、妊

　娠中の人間関係、信頼関係が必要だ

　と思います。

●お産の情報、どこで得る？

円：それが今のお母さんたちは、どこ

　の病院でどんな食べ物が出るのか、

　お部屋がきれいかといったことばか

　りに目がいっているようです。ほん

　とに赤ちゃんにとっていいかどうか

　をなぜ考えないのかしらと思うけど、

　それは情報がないってことかしら。

山本：情報がないというより、一つは

　妊婦さんが読む雑誌が、何種類かあ

　っても医師が監修や編集しているこ

　とが多いので、どちらかと言えば異

　常分娩の話が多く、妊婦さんに不安

　を与えることが多いように思います。

佐々木：二極化していると思うんです

　よね。情報を得ようとしてインター

　ネットや雑誌を見てすごく勉強して

　いる人もいれば、まったく何も考え

（3）
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　ないで、お産は病院でするものと思

　って入院してしまう人と。それでそ

　の中で、しっかり考えているようで、

　実は考えていなかったりしたときに、

　お産の現場になって初めてあわてて

　しまう人が多いんじゃないかと思い

　ます。

茅島：お産って病気じゃないっていう

　ことは誰でも知っていることですよ

　ね。だから多分どのお医者さんでも

　いいんじゃないかっていう先入観が

　あって、それが選ぶ以前の問題とし

　てあるのではないでしょうか。

佐々木：最近は女性にやさしい病院リ

　ストとか、お産のケアのいい所とか

　が雑誌などに出ていますよね。イン

　ターネットで検索したり、人の体験

　談を聞いてという方も増えています

　けど。

円：でもあまり選択肢がないっていう

　ことはありますよね。助産院が近く

　にあればいいけれども。いろんな問

　題があると思うんですが、助産師さ

　んたち自身、もっと助産院に来たい

　という人を増やしたり、いい助産師

　さんたちがこれだけいるのよと、自

　宅や助産院でも大丈夫なのよってい

　うPRはしていますか9
山本：助産院とか助産師の存在をPR

　するためには、まず、産む場所の選

　択肢として助産院があるというアピ

　ールをすることと、産み場所によっ

　てお産が違うっていうことをもう少

　しいろいろな媒体で情報提供をする

　必要があると思います。メリット、

　デメリットを含めて。選ぶのはお母

　さんですけれど。

佐々木：私は民俗学の立場で、産育儀

　礼のことを中心に研究していました

　が、最近は、お産そのものの現場と

　　　　　　　　　fe’…　。vド聡
　　　　ps．　rvt　L，SSS／W　S
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　　　　　　茅島江子

◎干葉大学教育学部特別教科（看護）教員養成

課程卒業、千葉県立保健婦助産婦専門学院卒業、

山形大学にて博士（医学）取得、都立築地産院

助産師、千葉大学、山形大学、国際医療福祉大

学を経て、東京慈恵会医科大学医学部看護学科

教授。著書「月経らくらく講座一もっと上手に

付き合い、素敵に生きるために一」（文光堂、

2004年）他
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　か、環境とかに興味を持ち初め、大

　学の共同プロジェクトで茨城県の民

　俗調査をしたんです。昔からの地域

　には女人講があって、安産の神様を

　祭ったり、子育て観音にお参りにい

　つたりとかやっているんです。ふだ

　んはまったく自分の時間がない女の

　人たちが、たとえばそれまでは「ム

　うの女」とか「イエの嫁」として、

　「自分の個」という存在がなかった

　のに、信仰の場ではあるけれど、女

　人講という場になったら、何々さん

　とか、何々ちゃんとかという言葉で

　語り合える。それがとても生活に活

　力を与えていたんですね。そういう

　中で、お産の話がたくさん出てきて、

　自分のお産のことが一番忘れられな

　いことなんです。

　　それ以外の新興住宅地の方も調査

　しましたら、今はそういう場がない

　わけですね。でも彼女たちは彼女た

　ちなりに、安産をしたいとか、友達

　を作りたいという気持ちは共通して

　いるので、たとえば保健センターの

　子育てサークルに参加したりとか、

　安産祈願に行ったり、どちらもそれ

　なりの形で継続しているんです。そ

　ういう調査を通して見ますと、やつ

　ばり連帯感を持ちたいという気持が、

　今の女性たちにも強いですね。

円：コミュニケーションをとれる場所

　がないのよね。とても孤立している。

　ずっと寄り添ってくれている人がい

　ればお産はもっと楽しいし、不安が

　なくなるし、また次の子を産みたい

　という気にもなる。相変わらず夫は

　それほどサポーターになってくれな

　い。住居と職場が遠過ぎるとかって

　いろんな問題があるにしても、ずつ

　と妊娠中から付き添ってくれて、生

　まれたときから自分の子どもを知っ

　ている人が近くにいて、何かあった

　ら話ができる状況であればね、そん
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　なに一対一で緊密な関係になって引

　きこもってしまうとか、虐待にまで

　行かないまでもそんな状況になるっ

　ていうこともなくなるんじゃないか

　しら。

　　この間知り合いの精神科の先生が

　言ってましたけど、昔の子どもは回

　りにいろんな人がいて、人のことが

　わかるから人さらいにあわなかった

　っていうの。今の子は母と子だけで、

　いろんな大人を知らない。母親って

　いうのはすべて許す存在だけど、人

　生って必ず裏切られる。それを知ら

　ずにいつも受け入れられると思って

　いるから、問題が起きてしまうと。

　そうすると新たに助産師さんや助産

　院を核としたコミュニケーションの

　場ができれば、母親もラクだし、子

　どももすごくいろんな能力を養える

　んじゃないかなと思います。

　　少子化問題を国力が衰えるとか労

　働力がなくなるという観点からしか

　捉えていないのが、今の社会の風潮

　です。でも私は、今生きている子ど

　もの環境をよくするためには、まず、

妊娠出産のところだと思うんですね・

^r一●海外のお産事情　　　　　／

円：ところで諸外国のことをちょ　と

　伺いたいと思いますが、ほか　国は

　もうちょっと患者本位になつ　いる

　のかしら。

毛利：ブラジルで経験して思っ　のは、

　政策がすごいなということ。　　で

　は圧力団体があって、そこで決　、

　れているでしょ。それがほかとすg

　く違うところで、特にアメリカとか

　カナダとかヨーロッパは、政策が母

　子保健のためにどうしたらいいかつ

　ていう公衆衛生的な視点で決められ

　ている。

　　1985年、1996年にWHOの勧告
　が世界全部に発信されましたが、日

×
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　本の政府は、勧告は第三世界のこと

　で、先進国にはふさわしくないと採

　り入れなかったと聞いています。だ

　から母子中心のケアという点では、

　日本は遅れてるんです。

円：日本は経済効率をずっと優先して

　きたのと同じで、病院の経済効率を

　優先して、お母さんが会陰切開や帝

　王切開したくなくてもする。必要な

　くてもするって形でずっときたのが、

　あまり変わってないのかしら。

毛利：変わってないですね。しかも病

　院では会陰切開をした方が診療報酬

　が高くなるんです。医療介入をすれ

　ばするほど、お金が入るシステムに

　なっている。

佐々木：システムがまずいですよね。

円：こういうところを変えない限り本

　当に子どもを産んでいいのかしらと

　思ってしまうわよね。

毛利：本当は調査をして、一番お金も

　かからないし、安全なのは助産師か

　どうかという結果を国が出すべきな

　んですよね。ローコストのお産につ

　いては、政策にする。ブラジルはそ

　うですし、カナダもそう。

茅島：カナダは医療費が高騰して、そ

　れまで助産師がいなかったんですが、

　イギリスから人を呼んで助産師を養

　成し、助産師による出産ケアをする

　ようになったんです。こういうやり

　方は、まさに低コストでよりよいケ

　アにつながると思います。それを政

　府がやるかどうかが大きいですね。

山本＝そういう検討委員会が立ち上げ

　られて、やはり医療費のコストを削

　減するというところで政策を打ち出

　　　：オランダも　　“　　　ナダも

　底’　一，　と思うんですよ。　拠

　が　　　　　　て、自然のお産だ

たら

わらt

　　牛

か

国で助

由です。

医者でも安全性は’

と　う前提で、医者を使う

　9いし医療費も高騰する

師を使うというのが、諸外

してい 共通

円：統計がちゃんと　　わ1

　本：あります。日本幽す
　　、発想がない。　・

毛利：　界の評イ　　3つの視点があ

って、　　　　、

ですね。’　3つで評価するん

　　　、アメリカではローリスク

るいは中程度のリスクに関しては助

産師、医者のどちらも差がないとい
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　う結果が出ています。ハイリスクに

　なると医者じゃないとダメなんです

　けど。

円：それはすごく大事な視点だと思う

　の。よく人権派とかが言うときはね、

　安全と満足溜までは言っても、コス

　トのことを言わないからすべてダメ

　になる。コストという点はすごく大

　事なんですね。これを政策的にやら

　ないというのは何なんでしょうね。

●満足して安全に産むために

円：最後に、助産師さんに対する信頼

　感とか、そういうのってどんな感じ

　なんですか？　認知度も含めて。

茅島：病院では助産師という名札をつ

　けていなくて、看護師っていう名札

　で働いていることが多いんです。だ

　から認知度は低いと思います。

円：まず認知度をあげることが必要じ

　やないかと思うんですけど。

山本：やっぱり名札は必ず職種と名前

　を書くべきだと思うんです。

佐々木：そして、名前をちゃんと名乗

　ってくれれば一番いいですね。私が

　担当する助産師の何々ですと。

円：それともう一つ助産師さんたちが

　認知度を高める努力をしているかっ

　ていうことは？

佐々木：そうですね。わずかながらに、

　昔よりイベントをするようにはなつ

　ています。たとえば「いいお産の日」

　とか。インターネットでホームペー

　ジなどを選択できる人はそういう情

　報に接することはできるけども、や

　はり自分からそこに行けない人もい

　るわけだから、そういう人たちにど

　う働きかけるかというのは課題です。

毛利：インターネットで助産所のケア

　がいいらしいという情報を得たとし

　ても、安全性の結果というのを公表

　していないから、医者がいないと危

　険かもしれないという感覚も残って

　いて、病院を選んでしまう人も多い

　と思います。

　：満足度より安全の方が多分重要な

　社会だから、そこの部分をどうPR

　していくかというのも大きいと思う。

茅島：でも、満足であれば安全につな

　がるんですよね、出産というのは。

　そこを安全か満足かと、すぐドクタ

　　は分けたがるんです。そして、安

　全の方が大事だろうって言うんです

　けど、そうじやなくて満足であれば

　身体はリラックスして、それが安全

　　　　　　山本令子

◎周産期センターでの勤務や助産婦学校の教員

なとを経て、英国の大学院て助産学修士号を取

得。帰国後、科学的な根拠に基づいた、日本の

開業助産婦のケアの質の高さやすばらしさを再

認識し、助産所での修行の後、乳房マッサーシ

や自宅出産を中心とした出張開業助産婦として

活動している。

　な出産になるんです。そこのところ

　が、認知されていないですね。

円：私は自宅出産で産まれて、妹が生

　まれたのも小学校一年生で覚えてい

　るわけ。そうすると、父親にお産婆

　さんが「早くお湯わかしなさい」と

　か言うのも覚えてる。お産っていう

　のは母と子だけじゃなくて、全員が

　参加できることなんです。今は誕生

　も死去も全部外部化されていて、バ

　ーチャルの世界で人を殺しても生き

　返ると思っている子が増えているっ

　ていうのは、やはりそういうものを

　見ていないんだと思うのね。だから

　「ほらお母さんのおなか、こんなに

　大きくなってきたね」って上の子に

　さわらせたりして、人間の命とか、

　生きとし生けるものの命の大切さと

　か、一緒になって教えてあげる助産

　師がいたりすれば、もう少しまとも

　な命の育み方の場になるんじゃない

　かって思います。

　　病院分娩も否定はしないけど、も

　う少し比率が変わると選択の幅も広

　がるじゃないですか。分娩の時の体

　位、それからケアも含めていろんな

　ところがら充実させていくことが、

　私は少子化の問題解決の一助になる

　と思います。そうやって産むことが

　楽しいと思えるようになって、産ま

　れた子どもたちも大事にしていくこ

　ともできて、そういう環境だったら

　もう一人生んでもいいかなっていう

　方向になっていくわけでしょう9

佐々木：少子化対策の中に、お産の環

　境をよくするっていうことが入ると

　いいんですよね。

円：私、それはぜひ入れていきたいの。

佐々木：ぜひ入れていただきたいです

　ね。
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齢

魎〉否聯帯鵠璽吉纏幕1，
　　　　　家計簿公開

第152号　東京都　K・Sさん

［家族構成］

　私57歳（清掃パート）

　三男　27歳（楽器店店員）

［住居］3K（親の持ち家）

i　家計簿内訳　2005年3月分　　i

：　　　　★収　　入★　　　　：

：パート給与（20日分）51，500円：

：アルバイト（不定期）20，000円：

i三男から生活費　　　50，000円i

i二男から（振込）　　　50，000円i

i合計

i　　★支
：光熱費

i国民健康保険料

i生命保険料（4人分）

i新聞・NHK受信料

：電諾代

：風呂釜ローン

i私の小遣い

i貯金

i食費・雑費

　171，500円：

出★　　i
　20，100円：

　　3，190円i

　35，000円i

　　5，940円i

3，500円：

11，000円＝

20，000円i

6，000円i

66，770円　i

：合計　　　　　　　　171，500円：

　離婚して24年目長男が32歳、

二男が31歳、三男が27歳になり

ました。

　別れた夫からは養育費など貰い

ませんでした。当時の私には子ど

もたちを上の学校に進学させる経

済力はなく、3人とも高校卒業後

就職しました。

　長男は21歳で家を出て所帯を

持ち、10年で離婚しました。今

は一人暮らしをしています。二男

は、高校へは少し通っただけで中

退し、半年位引きこもりました。

その後いろいろありましたが、

16歳から働き始めました。建築

関係のアルバイトから始めました

が、特殊技術を身につけることが

できたため、その後、仕事を請け

負うようになり独立。21歳の時

に家を出て所帯を持ちました。

　今は、三男と2人で私の親の持

ち家に住んでいます。

バブル後翫が減り

腰も痛轡を……

　離婚後は、製本業を営んでいま

したが、バブルの頃は月100万位

あった売上げも、弾けてからは

年々減り続け、職人の給与、家賃

（その頃は親に月10万円支払って

いました）と毎月の支払いも大変

で、1994年末には貯金もゼロに。

職安へ走り、食堂のパートを見つ

けました。それだけでは足りず、

新聞求人で清掃の仕事を見つけ、

自営と3つ掛け持ちした時期もあ

ります。

　その頃は収入が15万円くらい

にはなっていましたが、掛け持ち

で休みもなくて体もキツく、自営

の製本業は10年ほど前に職人さ

んに譲って辞めました。今は、清

掃のパートと不定期のアルバイト

だけで収入も激減したため、家賃

は払っていません。

　2年前に腰を悪くして子どもに

弱音を吐きました。二男が「助け

てやる」と言ってくれたので、

「お願いします」と頼み、それか

らお嫁さんが毎月5万円振り込ん

でくれます。台湾の女性で、言葉

や習慣面では付き合うのはたいへ

んなこともありますが、お国柄、

困ったときは身内が助け合うのが

あたりまえだという気持ちの持ち

主で、その意味では助かっていま

す。

　生命保険は上の2人が自営で請

負業をそれぞれやっているので、

社会保険がなく、何かの時の安心

料です。

　国民年金は免除にしています。

　小遣いには、不定期のアルバイ

ト収入をこれに当てています。で

すから、月によって金額は違って

きます。1人でフリーマーケット、

バザー、市民祭りなどに出かけ、

リサイクルで服を買ったり、模擬

店で食べるのも楽しみです。読書

が趣味で、豊島・板橋・練馬の3

区の図書館で借りたり、ブック・

オフの105円コーナーで本を探す

のが楽しみです。そのため交通費

がかかりますが、いい息抜きとな

っています。

　外食、化粧、携帯、パソコン、

ゲームも無し。髪も自分で切りま

す。エアコンも：ガス湯沸かし器も

ありません。

母親の介護を考えて

生活基撃を考え直す

　不安定な土台の上の家計で、い

っこけてしまうかわかりません。

でも、紆余曲折ありましたが、今

は身体も時間もずいぶん楽にな

り、平和に暮らしています。

　ただ、栃木の実家に1人で暮ら

す母も78歳になり、いずれ介護

の問題も出てくるでしょう。家を

離れるつもりはないようで、その

時には私が同居して介護をしなけ

ればならなくなります。でも、そ

うすると収入を得る道はなくなっ

てしまいますし、その後も再び仕

事につくことは難しくなり、その

時にはまた生活基盤を一から考え

直さなければなりません。今は、

あまり先のことを考えて悩むより

は、と日々の生活を楽しむように

していますが、いずれ切実な問題

になることは確かです。
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2005年夏合宿のお知らせ／7月30日仕）N・31．目

　　　　テーマはrアンチ・エイジング』

　会場の国立女性教育会館（埼玉県嵐山町）の周りは緑豊かで、近くに渓谷も

あるのどかな所です。おいしいお蕎麦屋さんもあり、ちょっと田舎にリフレ

ッシュに和ませんか？　仲閤とのネットワークや役立つ情報も得て、今後の

生活を楽しく豊かにしませんか？

　「心のアンチ・エイジング」について円より子の話あり、高齢者施設で理

容の講師をなさっている林正和さんのお話あり！　また、年齢を感じさせな

いメークアップ術の実演もあります。

　子どもに絵を描いてもらい、お母さんとの関係性を見る企画もあります。

　ベビーシッターをしてくれる方を大募集。その他、楽しい企画を思いつい

た方は事務局までご連絡ください。参加費等詳細は次号でお知らせします。

　　　　　　　　　　　◆プログラム（案）◆

■7月30日（土）　　　　　　　i■7月31日（日）
13：00～受付　　（研修棟1Fロビー）i7：30～8：30　　朝食

13：30～14：30　自己紹介　　　　　i9：30～12：00

15：00～17：00　　　　　　　　　i　「老後を豊かに楽しく生きる」

　「心のアンヂエイジング」　　　i　　　　　　　　講師：林正和さん

　　　　　　　講師：円より子さんi※年齢を感じさせないメークアップ

17：00～19：30　入浴、夕食　　　　i　術の実演もあります1

19：30～21：00　懇談会　　　　　　i

◎会場：国立女性教育会館（埼玉県比企郡嵐山町）

　　　　東武東上線「武蔵嵐山町」下車徒歩15分

◎定員：大人40名、子ども10項

目
■
■
■
璽
■
■
屡
塵
唇
■
■
■
圏
5
皇
霊
■
■
■
l
l
量
璽
匿
露
覆
■
■
■
■
■
腫

一こソ［ド。インQ〃“ン［ド⑳含後wag　9

養育費の日キャンペーンイベント

　母子家庭のネットワーク・母子家庭共和

国を母体としたNPO法人Winkは「4月19

日は養育費の日」として毎年イベントを行

っています。今年は4月17日。Winkの新

川てるえさんからご報告を頂きました。千

葉県柏市北京ホールにて、来場者数54名。

※

　第1部は、新川てるえによる「面接交渉

実態調査報告」で、書籍「面接交渉実態調

査・パパ、ママ離婚してもあえるよね？」

（ひつじ書房刊、問合せ圃04－7142－3232）

より。第2部は、離婚家庭で育ったこんの

ひとみさんの経験談や、活動を通して15

年ぶりに父親に再会した娘の気持ちを語る

新川てるえとのトーク。会場からは離婚後

に子どもに会えない父親、葛藤しながら面

接を続けてきたお母さんの意見もあり、さ

まざまな角

度からの思

いを考える

ことができ

ました。

辮糖闘
　　　雄ム鐘

・・@託繍r

第3部／こんのひとみミニコンサート
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鯉
臨
講
白
総

ね
て
、
家
を
出
ま
し
た
。
今
は
、
大
阪
の

実
家
に
戻
っ
て
生
活
を
し
て
い
ま
す
。
夫

に
は
、
離
婚
し
た
い
と
言
っ
て
い
ま
す
が
、

夫
は
離
婚
に
応
じ
て
く
れ
ま
せ
ん
。
家
を

出
て
か
ら
の
生
活
費
も
払
っ
て
欲
し
い
と

一三

高
ﾁ
て
い
る
の
で
す
が
、
家
を
出
た
私
が

悪
い
と
一
一
＝
ロ
っ
て
、
払
っ
て
く
れ
ま
せ
ん
。

　
生
活
費
の
請
求
と
離
婚
の
請
求
を
し
た

い
の
で
す
が
、
ど
う
し
た
ら
い
い
の
で
し

ょ
う
か
。
ま
た
、
手
続
は
、
東
京
に
行
か

な
い
と
で
き
な
い
の
で
し
ょ
う
か
。

　
　
　
　
　
生
活
費
の
請
求
（
婚
姻
費
用

鋼　　　
　
分
担
請
求
）
も
離
婚
の
請
求
も
、

　
　
　
　
当
事
者
間
で
話
し
合
っ
て
も
話

が
ま
と
ま
ら
な
い
場
合
、
ま
ず
は
、
調
停

と
い
う
手
続
を
と
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
こ
の
調
停
は
、
相
手
方
の
住
所
地
を
管

轄
す
る
家
庭
裁
判
所
に
申
し
立
て
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
相
談
者
の

場
合
は
、
相
手
方
が
現
在
も
東
京
で
住
ん

で
い
る
の
で
あ
れ
ば
、
東
京
の
家
庭
．
裁
判

所
に
調
停
を
申
し
立
て
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。
も
し
、
相
手
方
が
、
例
え
ば
、
広
島

に
転
居
し
て
い
た
場
合
は
、
広
島
の
家
庭

裁
判
所
に
調
停
を
申
し
立
て
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。

　
大
阪
の
家
庭
裁
判
所
に
調
停
を
申
し
立

て
た
と
し
て
も
、
相
手
方
の
住
所
地
を
管

轄
す
る
家
庭
裁
判
所
に
移
送
さ
れ
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。

　
し
か
し
、
家
事
審
判
規
則
で
は
、
「
事

件
を
処
理
す
る
た
め
に
特
に
必
要
が
あ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
o
o

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
o
o

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
o
o

と
認
め
る
と
き
は
」
、
v
て
の
ま
ま
処
理
を
　
鱒

す
る
こ
と
が
で
き
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
の
　
“

で
、
ど
う
し
て
も
東
京
で
調
停
を
す
る
こ
　
鱒

と
が
で
き
そ
う
に
な
い
事
情
が
あ
る
場
合
　
鱒

は
、
一
度
、
大
阪
の
家
庭
裁
判
所
に
相
談
　
“

を
し
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
　
　
”

　
そ
し
て
、
調
停
は
、
家
庭
裁
判
所
の
家
　
”

事
審
判
官
や
男
女
二
名
の
家
事
調
停
委
員
　
“

が
関
与
し
た
上
で
、
当
事
者
間
で
合
意
が
　
”

で
き
た
場
合
に
、
成
立
す
る
も
の
で
す
か
　
“

ら
、
調
停
の
場
で
も
話
し
合
い
が
ま
と
ま
　
“

ら
な
け
れ
ば
、
調
停
は
成
立
し
な
い
ま
ま
、
”

調
停
の
手
続
が
終
わ
っ
て
し
ま
う
こ
と
に
　
”

な
り
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
“

　
そ
の
場
合
、
生
活
費
の
請
求
に
つ
い
て
　
鱒

は
そ
の
ま
ま
審
判
に
移
行
し
、
調
停
を
し
　
鱒

て
い
た
家
庭
裁
判
所
が
審
判
で
生
活
費
の
　
鱒

分
担
や
額
に
つ
い
て
決
め
て
く
れ
ま
す
。
　
”

　
離
婚
の
請
求
に
つ
い
て
は
、
改
め
て
離
　
鱒

婚
訴
訟
を
提
起
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
”

離
婚
訴
訟
の
裁
判
所
は
、
以
前
は
、
相
談
　
鱒

者
の
場
合
、
夫
が
現
在
も
東
京
に
住
ん
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
o
o

い
る
の
で
あ
れ
ば
、
東
京
の
地
方
裁
判
所

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
o
o

に
提
起
し
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
o
o

　
し
か
し
、
二
〇
〇
四
年
四
月
か
ら
法
律

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
o
o

が
変
わ
っ
て
、
現
在
、
夫
と
妻
の
ど
ち
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
o
o

の
住
所
地
の
家
庭
裁
判
所
に
も
提
起
で
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
o
o

る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
で
す
か
ら
、
相

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
o
o

談
者
の
場
合
、
離
婚
訴
訟
を
提
起
す
る
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
o
o

は
、
夫
の
住
ん
で
い
る
東
京
の
家
庭
裁
判

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
0
0

所
で
も
相
談
者
の
住
ん
で
い
る
大
阪
の
家

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
o
o

庭
裁
判
所
で
も
よ
く
な
り
ま
し
た
の
で
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
o
o

離
婚
訴
訟
は
、
大
阪
の
家
庭
裁
判
所
に
提

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
o
o

起
で
き
ま
す
。
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